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経法第３講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法23ｶﾘ（2026改）･応用経済, 経法23ｶﾘ･応用経済, 経法20ｶﾘ･応用経済

専門知識を応用・実践する力として，計量的分析手法によるデ  専門知識を応用・実践する力として、社会政策・社会保障・医
ータ解析を用いたリスクの定量的評価，実験経済学による社会 療経済・総合診療・ヘルスケア産業・地域政策のなかで考えら
制度の機能の検証，医療や福祉の現場における社会調査の手法 れている健康（ヘルスケア）に関する社会問題の解決方法を考
を実践した地域の問題発掘，法の経済分析を通じた法制度の効 える能力を身につける。
果・影響の検証，などのスキルを習得し，経済の実情に即した 　
政策提言，あるいは企業行動の決定を行うことができる能力を
身につける。

⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･応用経済, 経法23ｶﾘ･応用経済

【2020年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門領域での基礎知識として，経 　専門領域での基礎知識として、社会政策・社会保障・医療経
済学に基づく論理的思考法及び統計的分析手法を身につける。 済・総合診療・ヘルスケア産業・地域政策のなかで考えられて
そして，経済理論の応用分野として，金融，公共政策，法や制 いる健康（ヘルスケア）に関する社会問題を理解する能力を身
度の経済分析をテーマとする3 つの専門コースで，専門知識を につける。
具体的な問題解決に実践する力を身につける。

⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･総合法律, 経法23ｶﾘ･総合法律

環境問題や，企業や行政の組織内において，日々生起する諸問 　経済学分野の思考方法として、社会政策・社会保障・医療経
題について，理工学分野や経済学分野の思考方法にも一定の理 済・総合診療・ヘルスケア産業・地域政策のなかで考えられて
解を持ち，総合的に解決していくことのできる能力を身につけ いる健康（ヘルスケア）に関する社会問題を理解する能力を身
る。 につける。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

健康長寿

(3)全学横断特別
教育プログラム

ローカル･イノベーター養成コース、ライフクリエイター養成コース

(4)授業の概要 　健康政策論は，経法学部に所属する増原宏明（医療経済），井上信宏（社会政策）が中心となり，地
域社会で医療や福祉に携わる専門家，民間のヘルスケア関連産業の専門家（6名のゲスト講師）がオムニ
バス方式で授業を行う。
　わたしたちの健康が実に多くのものに左右されていると同時に，本授業の担当者間でも健康概念や健
康に関する社会問題の捉え方に差異がある。本授業では，オムニバス方式を活かし，それぞれの専門分
野での健康にかかるトピックを選定した授業を行う。
　本授業の受講生は，そうした専門ごとの差異に気を配りつつ，社会科学のテーマ領域に，健康に影響
を及ぼす社会問題を発見し，それを解決する政策を提案することを意識しながら受講して欲しい。
　

(5)授業計画 1. イントロダクション／健康とは何か（井上信宏）
2. 健康格差の現状（井上信宏）
3. 健康の社会的決定要因（井上信宏）
4. 健康と地域づくり（井上信宏）
5. 医療・介護保険制度の改正の歴史（増原宏明）
6. 地域医療改革のポイント（増原宏明）
7. 医療計画（増原宏明）
8. COVID-19と医療政策（増原宏明）
9. 総合診療って今までの医療と何が違うの？（ゲスト講師）
10. 今の日本の医療の何が問題なのかをみんなで考える（ゲスト講師）
11. 総合病院の経営と地域の健康（1）（ゲスト講師）
12. 総合病院の経営と地域の健康（2）（ゲスト講師）
13. 地域社会におけるケアの再編（1）（ゲスト講師）
14. 地域社会におけるケアの再編（2）（ゲスト講師）
15. 地域社会におけるケアの再編（3）（ゲスト講師）、アンケート
16. 期末試験
　
○初回「イントロダクション」時に，詳細な授業計画を提供する。
○上記の計画の2以降については，ゲスト講師等の都合により，講義の順番・内容等が変更になることが
ある。
　

(6)成績評価の方
法

▼①レポート（6回），②期末試験で評価する。

①レポート（全体評価の60％）
：学期中に，ゲスト講師を中心に6回のレポート（各1000文字程度）を提出する。
：1回分は評価の10％となり、未提出は0ポイントとなる。
：レポートはゲスト講師の講義終了後に出題し、締め切りは1週間後とする。
　
②期末試験（全体評価の40％）
：期末試験を実施する。
：期末試験は，井上・増原の授業内容を中心に，健康政策論の全体を対象に筆記試験を実施する。



(6)成績評価の方
法

　
【注意】
：毎回出席し，出席チェックを忘れず実施すること。出席は単位取得の必要条件のひとつである。
：オムニバス授業となるので，欠席は成績評価の減点対象となる。４回以上の欠席は不可となる。

(7)成績評価の基
準

・この授業で60点を取るためには、毎回の授業に参加し、課されるレポートやミニクイズ、教室での意
見表明などを通じて、積極的に講義に参加することが必要となる。
・60点以上を取るということは、健康政策に関係する社会問題に関して、必要最低限の知識と考え方を
身につけていることを示す。
・70点以上を取るということは、健康政策に関する社会問題に関して、一応の知識と考え方を身につけ
ていることを示す。
・80点以上を取るということは、健康政策に関する社会問題に関して、知識と考え方を体系的に身につ
けていることを示す。
・90点以上を取るということは、健康政策に関する社会問題に関して、体系的な知識と考え方を身につ
けていて、かつその社会問題の解決方法を考えるために論理的に分析できる能力を身につけていること
を示す。
　

(8)事前事後学習
の内容

○本科目は，授業時間と自学自習時間を合わせて90時間以上の学習時間が必要である。
○全6回のレポートが課されている。その作成にあたっては，毎回の授業ごとに的確に論点を整理し，疑
問点や深掘りする論点を言語化しておく必要がある。
◯それぞれの授業では、事前・事後の課題がある場合がある。

(9)履修上の注意 ▼本授業の履修希望者は，初回のイントロダクションに必ず出席すること
○受講制限を行う場合は，初回のイントロダクションに出席しているものから選抜を行うことになる。
○初回のイントロダクションで，開講期間の詳細なスケジュールを示し，授業の進め方やレポートの出
し方など履修上の重要な情報を提供する。
　

(10)質問,相談へ
の対応

○原則として授業終了後に質問を受け付ける。
○授業全体の質問は，井上（inoue@shinshu-u.ac.jp）・増原（masuhara@shinshu-u.ac.jp）が受けるので
，まずはメールで連絡すること。

【教科書】 ○特に指定しない。

【参考書】 ○授業中に紹介する。


